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１．概要（Summary） 

現在、がんの治療法としてホウ素中性子補足療法

(Boron neutron capture therapy:BNCT)の開発が進

められている。我々は多孔性シリカナノ粒子を用いて、

BNCTに対する新規ホウ素製剤の開発を目指している。 

一般的に BNCT はホウ素薬剤であるボロンフェニルア

ラニン(BPA)を患者の体内へ打ち込んで、BPA を腫瘍内

へ蓄積後、熱中性子を照射することでがん細胞を殺傷す

る技術である。しかしながら、この治療法には、①一回の

BNCT で患者に打ち込む BPA 量が 30g と多量である、

②BPAの腫瘍内滞留が短時間であるため照射中はBPA

を打ち込み続けなければならい、といった大きな問題点が

ある。そこで我々は多孔性であり、生分解能を持った新規

シリカナノ粒子 (BPMO) を開発した。BPMO の表面に

BPA を結合させ、標的とするがんにのみ蓄積させることが

出来れば、少量の BPA で BNCT の効果を向上させるこ

とが可能となる。その目的のために重要な点は、BPMO

のがん特異的な蓄積能の向上である。我々は BPMO 表

面をネガティブチャージあるいはポジティブチャージにす

ることで、BPMO の血管内での長時間循環を検討した。

BPMO の表面電荷は Zeta potential を測定することで

明らかにした。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ゼータ電位・粒径測定システム 

【実験方法】 

滅菌水中に分散させた、様々な表面修飾した BPMO の

Zeta potential をゼータ電位・粒径測定システムを用い

て測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

我々が合成した BPA-loaded BPMOの表面電荷を測

定し、-49.42 mV という結果を得た。この表面電荷は以

前に合成した BPA-BPMO よりもさらに負の電荷に帯電し

ており、液中での高分散性とがん細胞への特異的な蓄積

を期待させるものである。 

 

 

Fig. 1  Sarface charge of BPA-loaded BPMO. 
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